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dSPACE お客様の事例

誘導モーターのワイヤレス 
ベクトル制御
フランスのナンシー大学 ‘Groupe de Recherche en Electrotechnique et Electronique de Nancy
（GREEN）’ では、電動モーターの分野において研究を行っています。dSPACE DS1104 R&D Controller 
BoardとBluetoothモジュールをベースにした実験装置を使用して、誘導モーターのワイヤレス制御が実現されて
います。このプロジェクトは、Cプログラミング言語を用いて作成された制御アルゴリズムをdSPACEハードウエア
に実装する方法の一例となっています。完全なコードはオンラインで入手可能です。

制御アルゴリズムをデジタル信号プロセッサ（DSP）システ
ムに実装することは、電気技術者や制御技術者にとって、
やりがいのある仕事です。彼らの日常の業務は、制御手法
の適用および制御システムのモデル化の範囲内にあります
が、多くの場合、デジタル信号プロセッサ（DSP）用にコン
パイルされるコード行にモデルを変換する作業には不慣れ
です。dSPACEが簡易な実装プロセスの実現に非常に貢

献していることを私たちはGREENの事例から知りました。
dSPACEは、dSPACEのプロセッサボードのハードウェ
アに対してリアルタイムインターフェース（RTI）でリンクさ
れた専用のSimulink®ブロックを提供しています。このた
め、モデルのコンパイルとコードの生成は、ユーザに対して
目で見える分かりやすい形で行われます。
これは、ほとんどのユーザを満足させますが、最先端の高度
な要求を持つエンドユーザには不十分な場合があります。

レジスタプログラミング
特殊な要求に対しては、dSPACEはリアルタイムライブラリ
（RTLib）を用意しています。これはRTIのサブレイヤであ
るCランタイムライブラリです。このライブラリを使用すると、
ユーザは制御コードをC言語で直接記述し、RTLibの関数
を呼び出して、DSPボードハードウエアにアクセスすること
ができます。このようにして、ユーザは、浮動小数点演算能
力の高いPowerPC上で実行される自分のプログラムの実
行を完全に制御することができます。また、dSPACEでは、
スレーブDSP（固定小数点TMS 320F240）にファクトリ
フラッシュされるファームウェアを変更するライブラリ機能
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が追加されたことにより、完全に
柔軟でカスタマイズされたコード
を作成できるようになりました。
私たちは、そこで一部の開発を
実施し、“ユーザ関数” 機能によ
り、二重星型の誘導モーターに
対する6つの完全に独立したパ
ルス幅変調（PWM）のコントロー
ルの生成方法を提供することを選択しました。 

ワイヤレスの実現
私たちは、また、DS1104のUniversal Asynchronous 
Receiver Transmitter（UART）シリアルポートを使用し
て、DSPボード上で実行されているプログラムのリモート
制御を可能にするソフトウエアも開発しました。実際には、
プラグラムはUARTから受信されるコマンドをモーター
速度と位置の基準の変更として解釈します。UART への
Bluetooth®インターフェースを追加するだけで、ワイヤレ
ス制御を実現できます。

リモート制御ソフトウエア
ワイヤレスリモート制御の場合は、リモートデバイス用のソ
フトウエアの一部を記述する必要があります。私たちのケー
スでは、これはCommDSPと呼ばれるプログラムです。 
私たちは、Windows® PC 用アプリケーション、PDA
（PocketPC）アプリケーション、および Java 対応携帯

完全なワイヤレス制御
Bluetoothは、高いキャリア周波数および通信プロトコル
とレイヤーを備えているため、非常に強力な電磁的外乱を
受ける環境でのデータ交換に適しています。Bluetoothデ
バイスの認証と組み合わせは、評価が高いセキュリティ機
能です。私たちのコードには、IP/Fuzzyコントローラによ
る誘導モーターの完全ベクトル制御（IRFO）が実装され
ています。これにより、高速動作に必要な、電流、速度、
位置の制御および弱め磁束が可能になります。このコー
ドは、dSPACE ハードウエアの PowerPC 上で実行さ
れ、リモートデバイスのコマンドと共に、従来のdSPACE 
ControlDeskプラットフォームから送信されるコマンドも
受信します。 このプロジェクト用に開発されたコードは、 
次のWebサイトで入手できます。
http://www.baghli.com/dspace.php
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「オープンなインターフェースにより、私たちは
Bluetoothデバイスを使用してdSPACEハード
ウエアを簡単に拡張し、ワイヤレス制御を実現する
ことができました」

Lotfi Baghli、Nancy Université 
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電話用のMidletアプリケーションを開発しました。PCと
PDA CommDSPプログラムは、C言語で記述されてい
ます。携帯電話において、最も一般的な言語は、Java ME
（Mobile Edition）と呼ばれるリソースが制限されたシス
テム用の、SUN特別エディションを含むJavaです。開発
されたコードは、最近の携帯電話の標準となってるMIDP 
2プロファイルを使用しています。私たちのケースでは、
Eclipse 3.0 統合開発環境（IDE）、Eclipse MEプラグイン
およびSony Ericssonソフトウエア開発キット（SDK）を使
用して、Midletの jarファイルを生成しました。これらのツー
ルは、フリーであるにもかかわらず非常に強力です。PDAま
たは携帯電話で実行されるCommDSPは、DSP UARTに
有線接続されたデバイスへのBluetooth接続を確立します。
PDAまたは携帯電話から制御ボードに情報を送信すること
ができます。これにより、私たちのテストベンチの5.5 kW誘
導モーターは、携帯電話のキーを使って制御できます。

 ControlDeskによるプログラム変数の表示 
（5.5 kW誘導モーターの20ラジアン位置へのステップ応答）

 Bluetoothモジュール
は、RS232シリアルバス
経由でdSPACE DS1104
コントローラボードの
UARTに接続されます。
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